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川開き特別街頭補導（８月６日、７日） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３回学校区パトロール（鹿又小学校） 
 

１０月の第３木曜日２０日を基準日として、今年度第３回目の不審者対策学校区パトロールが行わ

れました。学校区パトロールは、石巻市ＰＴＡ協議会、警察署、小・中学校長会、民間企業、関係団

体等で組織する「不審者対策ネットワーク会議」の主催で実施されています。ねらいは、不審者に対

しての注意を喚起するとともに、学校区内のパトロールを通して危険箇所や防犯上問題となる箇所を

確認することにあります。第３回目のパトロールは、市内３２校参加のもと実施されました。 

                                     

 

 新型コロナウイルス感染拡大防止のため昨年

度まで中止となっていた川開き祭りが３年ぶり

に開催されました。祭りには大勢の市民の皆さ

んとともに、多くの子どもたちの姿もありまし

た。様々なイベントがあり、友達と楽しい思い

出づくりの一方、危険な誘惑もあります。 

 少年センターでは、毎年「青少年健全育成」

の観点から、川開き祭りに特別街頭補導を実施

しています。今年度も、地域班少年補導員の

方々から協力者を募り、臨時に街頭補導班を編

成、８月６日と７日の両日に特別街頭補導を実

施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度は９班２９名の方々に協力いただき、昼夜二部構成にて祭りの会場となった駅前・立町・

アイトピア通り・元気いちば・かわまち交流センター周辺等を班毎に巡回しました。３年ぶりの川

開き祭りは、両日とも晴天に恵まれ、小学生や中学生、高校生の姿が多く見られ補導員の方々に

は、昼夜を問わず見守り活動を中心に、出会った子どもたちに「愛の一声」を掛けていただきまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

重点校の鹿又小学校では、校庭での「全体会」

で校長先生から、「学校区パトロール」の意義を

含め、日常的な安全意識と実践行動の大切さの

お話があり、児童３０６名は真剣に耳を傾けて

いました。 

今回は、不審者対策ネットワーク会議会員、少

年補導員、交通指導隊、防犯ボランティア、警察

署、ＰＴＡ等、多くの方々に参加していただきま

した。多くの市民の「見守り」が不審者対策では

大切です。今後とも、児童の下校時間帯を含め、

買い物・ウォーキング等、日常活動での「ながら

見守り」へのご協力をお願いいたします。 

 

 



石巻市青少年健全育成市民会議講演会 

  今年度の青少年健全育成講演会が１１月１７日(木)、

青少年健全育成市民会議、少年補導員会議、各学校の教

職員の皆様を対象に遊楽館かなんホールにて開催されま

した。今回は、石巻専修大学人間学部客員教授「木村民

男」先生をお招きし、「青少年健全育成市民会議の役割

～青少年健全育成声がけのポイント～」と題し、長年の

教職経験に基づいた「子どもへの優しい声掛け」等の体

験談を中心に講演をしていただきました。平日ではあっ

たものの多くの会員、学校関係の皆様においでいただき

ました。 

不審者出没情報（令和４年４月～１０月）３６件 ※昨年同期３８件 

※ 不審者出没情報については、小・中・高校生のみ掲載。 （石巻市教育委員会・宮城県警経由→石巻市少年センター集計） 

※ 中学校区分類「その他」は、ＪＲ車両・バス運行中の事案で場所が特定できない場合。  

※ 行為分類「その他」には、「痴漢（強制わいせつ）」「暴言」「不審物所持」等を含む。 

上記の表は、石巻市内の不審者出没情報を中学校区ごと、行為別に集計したものです。今年度４

月から１０月までの合計は３６件。不審者出没の時間帯は、下校時（午後２時～６時）がほとんど 

であり、蛇田・青葉中学校区など、住宅密集地区や商店街で多く発生しています。行為別では「声

掛け」「その他(不安を与える行為)」「露出」「つきまとい」が多くなっています。隣接の東松島市で

も一般女性を含め、小・中・高校生への不審者事案(１１件)が発生しています。不審者は、１人で

行動している児童・生徒をねらい、「声掛け」「つきまとい」などを行っています。様々な事情から

１人で登下校等させざるを得ない場合もありますが、できるだけ１人を避けることが最善の策です。 

多様な担い手による見守りの活性化『ながら見守り』。子供の「１人区間」等の「見守りの空白地帯」

での危険を取り除くためには、従来からの「見守り巡視活動」とともに、多様な世代や事業者が日常活

動にて、気軽に実施できる地域内『ながら見守り』等の推進が必要です。『ながら見守り』とは、住民が

ウォーキング・ジョギング・買い物・犬の散歩・花の水やり等の日常活動、運送業者等が事業活動にて、

防犯の視点で地域を見守ることをいいます。※「登下校防犯プラン」（内閣府・文部科学省・警察庁:関係通達Ｈ３０年６月） 
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つきまとい    ２ ２               ４ 

露出 １   ４                ５ 

連れ去り                    ０ 

声掛け ３ ４  ３ １  １ ２ １ １          16 

盗撮    １                １ 

暴行        １            １ 

その他    ２ １ １ １ ３  １          ９ 

合計 ４ ４  12 ４ １ ２ ６ １ ２          36 

全国子ども・若者育成支援強調月間11月は「子ども・若者育成支援の強調月間」です。石巻市少年センター

でも、子ども若者支援の一環として、この期間中（基準日１１月１日）に市内一斉街頭補導を実施しました。 

 

 

 


